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x: 下位問題のその他の決定変数 
M，C：パラメータ 

 
: 全乗換リンクのトータルフロー， 

・現行の便数は無限大よりも小さい．各路線の待ち時間は便数が無限大に近づくと
ゼロに近づく．つまり，下位問題の目的関数の中での待ち時間項を最小化すればよ
い． 
・よって，-∇fLは必ずネガティブ． 

・解の探索方向だけ探すのであれば，制約条件は考えず目的関数のみ考慮すれば
よい．このとき，MがCに対して十分大きい場合，Mの最小化を考えればよい． 
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